
情報処理および計測

通商産業省･大型70ロジュクトの一環である超高性能電子計

算機が47年7月に完成し,8月その発表を行なったが,日立製作

所は,本機の論理回路用LSI(大規模集積回路),大容量ファ

イル,計算機本体,固有ソフトウェアの研究試作を担当し本

開発の中心的役割を果たした｡またこの成果を生かして開発

されたHITAC8700は,MARSlO5日本国有鉄道の座席予約

システムに適用され,日本国有鉄道と共同でこのシステムを

完成した｡DIPS【1Fシステムおよぴそのソフトウェアシステ

ムは,日本電信電話公社とメ【カー3社の共同研究の成果と

して開発され,同公社電気通信研究所に納入した｡汎用計算機

としては従来の8000シリーズシステムより価格/性能比の向上,

オンライン機能の拡充を図った HITAC8250/8350/8450が

完成した0 またソフトウェアとしては大規模バッチ,大規

模オンライン,リモートバッチ■の3種の同時処理が可能な

EDOS¶MSOを完成した｡

ソフトウェアではデータベースマネ】ジメントンステム

SELDAMの開発,販売在庫管理ソフトウェアの開発があ

る｡周辺装置では読取りヘッドにレーザを用いた小形安価な

HITAC8959手書き光学文字読取装置の完成,小･中形シス

テム用ディスク駆動装置,磁気テープ装置などを完成した｡

制御用計算機の関係では新制御計算機HIDIC700,HIDIC

350の開発,PCL(Process ControILangu叩e)の開発,

データフリーウェイの開発があげられる｡HIDIC700は計算

機システムの高信頼化,多重通信機能の充実,大容量情報処

理機能の充実などを図った｡本格的な大形制御用計算機であ

り,HIDIC350は小形計算機として実現したものである｡

PCLは,オンラインプログラム言語として従来もっぱら使用

されていたアセンブラ言語に代わるものとして開発きれたも

ので,従来のものに比べ2～3倍の生産性向上が可能である｡

データフリーウェイは分散した多数の制御用計算機端末などを

l本のループ状の母線に接続し,これを通じ分散した機器間

の会話および制御を行なうものであり,今後の広域システムの

伝導技術として将来性を持つものである｡

パッチボ‾ドレス全自動ハイプりッド計算機の製品化は,

アナログ計算機のストアードプログラム化を実現したもので,

特に入力形式にMIMIC言語が使用でき,しかも自動スケーリ

ングが可能なものとしては世界こ鼓初である｡

事務機器分野ではカラー複写の実用化,卓上計算機の高密

度LSI化シリーズの完成,HITAC8150の完成が,また計測器

関係では,エネルギ分解能が一挙に20倍に向上した505形マル

チチャネル分析装置の開発,データ処理時間の短縮と精度の

向上を図ったディジタルインテグレータの製品化 カラーア

ナライザ,臨床用自動分析装置,水中位置計測装置の完成な

ど,数多くの技術成果があった｡

電子計算機

感触セ

通商産業省工業技術院の大型プロジェクトの一つである｢超

高性能電子計算機+は,昭和41年度に部品の開発や基本設計を

開始してから6個年にわたり開発が進められてきたが,昭和

47年7月をもって当初の目標を達成して無事終了し,翌8月

には官界,学界,業界の関係者多数を招き披露(ひろう)会を

行なった｡

日立製作所はこのプロジェクトの中で,｢論理回路用LSIの

研究試作+,｢大容量ファイルの研究試作+,｢計算機本体の研

究試作+および｢固有ソフトウェアの研究試作+といった本開発

における主要部分の委託研究を受けて中心的な役割を果たし

てきた｡

このシステムの特長は,次のとお｢)である｡

(1)パイプライン制御方式により科学計算ミックスが300ns以

下という世界最高レベルの性能を有すること｡

(2)仮想メモリ方式を用い,大規模なデータ･ベース.のプロ

グラムの作成を容易にし,またメモリの効率化を図っている

こと｡

(3)バッファ･メモリを使用し,かつマルチプロセッサ･シ

ステムを可能にしていること｡
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(4)構成制御機能,故障検出,訂正機能,故障時の命令再実

行機能,故障位置指摘テスト機能などを充実し,可用性の向

上を図っていること｡

(5)高速のLSI(大規模集積回路),IC(集積回路)を使用する

とともに高速,高密度実装技術を使用した本格的LSI計算機

で､あること｡

(6)入出力機器の制御は新たな標準を呂ざして開発されたイ

ンタフェース69によっていること｡

なお.,このプロジェクトで開発された技術の多くは,HITAC

8700やDIPSなどの大形機に生かされている｡また,このプ

ロジェクトのCPU(中央処理業置)をもとに商用としては,国

産最高性能の超大形機HITAC8800が開発された｡

ゝ､ぎ"

凄薮

〉洋

蝉塾

図l 超高性能電子計算機システム
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｢みどりの窓口+で知られる国鉄の座帝予約システムは従来

MARSlO2,MARSlO3,MARSlO4の3システムで1日約50

万座席,1週間(----･部の座席は3週間)の指定席の発売を行な

っていたが,指定席の飛躍的な増加,旅客サービスの向_Lな

らびに,将来の旅客稔合販売システムの基礎固めを行なうた

めMARSlO5システムが開発された｡

MARSlO5では従来のMARSシステムで実現されなかった2

個月前発売や販売調節機能など,種々の新しい機能が取り入

れられ,取扱座席数も1日約70‾ノノ座席となった｡

本システムの特長は次のとおりである｡

(1)中央装置はHITAC8700を用いたマルチ･プロセッサ･

システムとした｡従来のシステムでは処王里装置を2≠言用いた

デュアル･プロセッサ･システムを採用していたが,MARS

lO5ではHITAC8700の新機能を十分生かして,信頼性と処理

能力の協調を図った｡

(2)収答座席数の増加,発売期間の延伸によI)座席ファイル

の容量が増大したため,従来のシステムでは磁気ドラムに収

容していた座席ファイルを磁気ドラムと集団磁気ディスクに

収答するようにした｡また将来の発展性を考慮して,従来ハ

ードウェアで行なっていた座席のサーチを含めすべてソフト

ウェアで行なうようにした｡

(3)座席予約業務に適したオペレⅥティング･システムを開

発し,オーバヘッドの低減と操作性の向上を図った｡

(4)コントロール･プログラムの中で頻繁(ひんばん)に使わ

れるルⅦナンの一部をマイクロ･プログラム化してオーバヘ

ッドをさらに低減した｡

(5)現在の窓口用端末は,駅名,列車名に活字を使用してい

るが,列車本数,駅和の飛躍的な増加により取扱.卜の不便さ

が生じたので,今回新たにタイプライタをベースにした端末

機を開発し,あわせて券面の全面自動印字を図った｡その他,

汎用のタイプライタも設置し,情報取出片=二利用している｡
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MMU:主記憶装置

BPU:演算処理装置

IOP:入出力処理装置

MPD:集団ディスク駆動装置
FD :磁気ドラム記憶装置

MTS:磁気テープ装置

CCM/ノTRC:通信制御装置

図2 MARS 川5システム構成図
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国鉄座席予約用端末装置としてはすでに13機種,約1,200子音

が稼動しているが,今回日本国有鉄道の指導によl)機能の拡

充と伝送速度を向上させた専用端末装置と汎用端末装置の2

機種を開発した｡

専用端末のおもな特長は次のとおりである｡

(1)ICの全面的な採用により′ト形化された制御装置とペ∬ジ,

テンキ∬,フルキー,入力方式の操作性を向上した操作盤を

-一体化してディ
スクタイプにした｡

(2)新たに開発したプリンタを使用した｡本プリンタはプラ

テン分割され,切符とメッセージを出力でき,-一一部漢字を含

めた大形活字を採用した｡

(3)オプションとして発光ダイオード使用の空席状況を表示

する座席表示器が接続可能である｡

また,汎用端末装置は全国の冬草掌区などに設置され,座

席の車内販売や来客サービスのための各種情報を提供するキ

ーrボードプリンタで,紙テ【ブリーダパンチも接続可能である｡

図3,4は装置の外観を,表1はおもな仕様を示したもの

である｡

表l マルス105専用,汎用端末装置の概略仕様

機種

項目
専用端末装置 汎用端末装置

通 信 方 式 半二重,端末起動方式 半二重,相互起動方式

通信モード

通 信 速 度

伝送コード

回線接続形式

誤 り 検 出

入 力

出

問合せモード 問合せ,会話,対向モード

200B/s

JIS7単イ立コード

直流 4練武

水平垂直パリティ,同

期,電文中断チェック

ページ (座標情報)

テンキー(数字情報)

フルキー(劃]情享扱)

70リンタ (分割プラテン

カ ランプ表示(5個)
座席表示器(5×25個)

嘗ミ

ごi拳

簑

瀾瀾順も

〈"･､･-〟-〟仙:<･▼〉､

平衡回路

垂直パリティ,同期.

電文中断チェック

キーボード(+lSけん盤に準拠)
紙テープリーグ(8単イ立)

プリンタ (単プラテン)

紙テープパンチ(8単位)

図3 マルス105

専用端末装置

図4 マルス=)5

汎用端末装置
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川TAC叫00･シリーズ‾ 8き50/糾50システム

HITAC8350,8450システムは,HITAC8000シリーズの

設計思想に基づき,よりいっそう価格/性能比の向上 オンラ

イン機能の強化を図ったものである｡HITAC8350の内部処

理能力はHITAC8300の3～8倍,HITAC8450の内部処理

能力はHITAC8400の2～6倍である｡8350のチャネル･ス

ループットは2.4MIys,8450のチャネル･スループットは3.1

MB/sであり,チャネルの内部処矧こ対する占有率はきわめて

小さくなっている｡保守性,信頼性の面でも,エラー検出や

エラーロギングの機能の強化によr)改善が図られている｡コ

ンソールとしてはディスプレイ装置が使用され,従来のタイ

プライタに比べ操作性,信頼性の点で改善されている｡外部

記憶装置としては1モジュールあたり29MBの磁気ディスク

記憶装置,240KB/sでデータを転送する磁気テープ装置など

が使われる｡ソフトウェアとしては,比較的小規模のシステ

ムでは,EDOS(Extended Disk Operating System)が,ま

た大規模のシステムではEDOS-MSO(Multi-Stage Opera-

tion)が主として使用される｡

図5 HITAC8350システム

州轡〟､

図6 HITAC8450システム
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L__巨ppS-MSOの開発

HITAC8000新シリーズであるHITAC8350,8450,8700

を主としてサポートするソフトウエアとして,従来のDOS,

EDOSの上位システムであるEDOS-MSO(Extended Dis｡

Operating Systeln With MultiStage Operati｡｡S)の開発

を行なった凸本システムは大規模バッチ,大規模オンライン,

リモート･バッチの3種の処理が同時処理可能である｡昭和

47年5月バージョン1完成後,株式会社･三和銀行,株式会

社･東海銀行,新日本製織株式会社･室蘭製鉄所などでオン

ライン･システム開発の核として,また日本楽器製造株式会

社などでは大規模バッチ処理業務に使用されている｡

本システムは次のような基本方針のもとに開発され,所期

の目的を達することができた｡

(1)高スループット･システムの実現

(2)既存ソフトウェアの活用

(3)互換性の重視

大規模バッチ,大規模オンラインおよびリモート･バッチ

をサポートするため特に高スループットが要求されるが,従

来のDOS,EDOS開発の経験を生かしこれを実現した｡また

汎用オペレーティング･システムとしては特に既存システム

との互換性が要求されるが,従未のDOS,EDOSのユーザー

はオブジェクト･プログラム･レベルでEDOS-MSOへの移

行ができる0ユーザー･データ･ファイルについてはDOS,

EDOSとEDOS-MSOの間では完全に互換性が保たれる｡

本システムは日立製作所が開発してきた汎用オペレーティ

ング･システムの中で,次の主要機能が示すとおり最上位の

システムのひとつである｡

(1)マルチ･ステージ方式によるメモリ管理

(2)ディスク･ファイルの自動割当

(3)AVR(Automatic Volume Recognition)機能

(4)BCS(Basic Communication Support),MCS(M｡Iti-

CbamnelCommunication Support)および最大64個のマルチ･

タスク制御によるオンライン処理能力

(5)3個の入かノーダ,6個の出力ライタ,14本の多重ジョ

ブの実行によるバッチ処理能力

(6)マルチ･コンソール機能

(7)Ⅰ/0時間監視機能

(8)ジョブ･アカウント機能
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図7 EDOS-MSOのシステム構成
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H一丁AC800¢シリーズ82印システムの開発

HITAC 8250システムは,HITAC 8000シリーズのうち,

H-8210～8300クラスのマ椚ケソトを拡大する目的で開発され

たものである｡

システムのおもな特長は下記のとおりである｡

(1)HITAC8210が主として事務処‡里に焦点を合わせていた

のに対し,HITAC8250はHITAC8350/8450などと同様,本

格的な汎用機の機能を備え,できるだけ多目的な用途に応じ

られるようにしてある｡

(2)メモリ容量32キロバイトから使用できるコンパクトなオ

ペレⅦティング･システム(New Disk Operating System)

である｡

(3)オンライン,リモートバッチ･ステーションなどリアル

タイム処理の機能が強化されている｡

(4)中形機に適したコストパーフォマンスの良い入出力装置

である｡

CPU(中央処理装置)の特長としては,

(1)MSI,ICメモリを使用することによr),高速化,′ト

形化および信頼度の向上が図られている｡

(2)ディスク,コンソールディスプレイ,紙テープなど,基

本的な制御部を処理装置にインテグレートすることにより,

J京価低減が図られている｡

(3)通信制御装置を処理装置にインテグレートすることによ

r),安価なオンラインシステムの実現を可能にした｡

(4)書換え可能なコントロール･メモリを使用し,これを利

用したマイクロ診断システムを開発した｡これにより,故障

時の順子夏時間を大棚に短縮したなどである｡

図8は本システムの概観を,表2は処理装置のおもな仕様

を示したものである｡

表2 H｢｢AC8250処王里装置のおもな仕様

メ
サイクルタイム 0.8/∠S/2B

モ
容 量 32～128KB

演
算
速
度

そ
の
他

コマーシャルミックス

ギブソンミックス

汎用レジスタ致

命 令数

チャネルスループット

エミュレータ

オンライン機能

診断機能

轍

済艶

■i

図8 HけAC8250システム
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卜6MB/s

H-8Z10,lBM360/20

最大16回線内蔵

マイクロプログラムによる

自己診断機能

小規模データ処理轟社用H汀Åe8‾柑0シよ≠ム

HITAC8150システムは小規模のデータ処理を行なうこと

を目的に開発されたもので,COBOしHELP-ⅠⅠにより短期

間に能率よくシステム運用ができるようになっている｡

(1)マルチプログラム動作,(2)インライン処理能力の充実と専

用端末の開発,(3)演算処理能力がすぐれている,(4)チャネル

スルプット1MB/s以上,(5)大容量ディスク･ファイルを有し

ている｡

などの特長を有し,′ト規模バッチ処理は無論のこと,インラ

イン処理,大形システムとオンラインの結合によるリモート

ステーション･システムなどの目的に使用できる能力を有し

ている｡

受注状況は予算を上回る好調で,センタの整備はすでに完

了し,昭和48年1月からの本格的出荷が待たれている0

軋′:

盛
㌔

図9 HITAC8150システム

とDIPS-1ソフトウ主ア･システムの帥尭

日本電信電話公社では,DIPS-1ソフトウェア･システム

を同公社武蔵野電気通信研究所を中心に日立製作所,日本電

気株式会社,富士通株式会社の4社と共同で開発を進めてい

る｡本システムの実用化は,すでに昭和44年5月より開始さ

れ,昭和48年上期には商用第1号のサービスとして拡張形科

学技術計算サービス(DEMOS-E)が実施される運びとなって

いる｡引き続いて販売在庫管理,銀行業務などの各種業務に

も適.用されるニ予定である｡

本ソフトウェアシステムは,(1)即時処ヨ璽(会話処理,リアル

タイム処理),(2)バッチ処理(リモート･バッチ処理,ローカ

ル･バッチ処理)の各処理形態が可能なように設計されている｡

システム構成としては,(1)デュプレックス運転,(2)マルチプ

ロセッサ運転のそれぞれの運転形態が可能なように2種のオ

ペレーティ ング･システムを用意する計画である｡

本システムは,汎用性の実現を目的としているが,汎用性

に付随する能率の低下との調和を図るため,個々のプログラ

ムは,(1)全サービスに共通に使用されるプログラム(オペレー

ティングシステム),(2)いくつかのサービスに共通なプログラ

ム(サービス･パッケージ),(3)個々のサービスごとのプログ

ラム(応用プログラム)の三つに分類される｡DIPS-1ク)ソフ

トウェア体系は図10のように示すことができる｡

DIPS-1ソフトウエアの製造方式としては,大規模である

ことと4社共同開発という困難を克服するために次のような

方法をとっている｡

(1)工程の分割(ソフト製造過程をいくつかの工程に分割し,
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工程内の作業内容,生産物の形式を定め進捗状況を具体的に

把握(はあく)できるようにしてある),(2)作業標準の制定(異

なる組織間での作業内容の相違の除去,ソフトウェア製造‡R

当者の思想をドキュメントの上に正確に表現させる),(3)資料

見直しの徹底(各工程の最後にレビューを行ない工程ごとの完

全性を保証する),(4)検査グループ(工程中途において中間性

産物の探針を行ない,その品質を推定し製造グループにフィ

ードバックする)｡

またソフトウェアの設計はハードウェアの設計と同時に開

始したので,市販電子計算機にDIPS-1シミュレータを作成し,

DIPS11ノ＼-ドゥェアの完成を待たずにプログラムデバッグ

を開始した｡ハードウェアの完成と同時にプログラム開発用

OS(DIPS-101システム)のデバッグを行ない,以後本OS

を用いて7Dログラム開発を行なっている｡

｢ オペレーティング･システム

DIPS-1_

ソフトウェア

制御プログラム

(実行管理,ファイル管理.操作管理,システム

制御)

言語処理プログラム

(FORTRAN,COBOL,P+/′Ⅰ,SYSL,アセ

ンフーラなど)

ユーティリティプログラム

(センタ運転用,媒体管王里札 デバッグ用など)

亡芸三言三去;ニ㌶ゾ三言ニレ芸孟;ご;三ニア芸三宝
プログラムなど)

図川 DIPS-けフトウェア体系

iこ二r‾叫■一因岳-‾ル1
日本一倍■革公社革帯.野t気靖借研究所納め
PIPS-tFシステム

_..1

DIPS-1Fは,日本電信電話公社が日立製作所,日本電気株

式会社,富士通株式会社の3社と共同で開発を進めている標

準形の情報処理システムのフィールド試験用として計画され

たものである｡本システムの製造を日立製作所が受け持ち,

東京芝電話局へ納入した｡本システムは,本格的なオンライ

ン･リアルタイム用として開発された国産一最大規模のもので,

論理装置(CPU)の平均命令実行時間(ギブソンミックス)630

nsで,デュプレックス･システムを構成している｡現場試験

では端末装置を日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所と同

芝局に設置して,近くサービスを開始する拡張形科学技術計

算サービス用に開発されたソフトウエアを使用してシステム

的な検討が行なわれる｡

図II DIPS-1Fシステム
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データ●ペ｢ス･マネジメント･システヰ
SELDAMの開発

計算機によるデータ処理の複雑化と多様化は,データ･ベ

】スーマネジメント･システム(DBMS)の発展を促進し,す
でに100種類を越えるDBMSパッケージが乱立し,一般に出

ている｡SELDAMはインバーテッド･リスト編成のデータ･ベ

】スに対する検索を主体とした本格的な自給自足形のDBMS

として開発されたものである｡

おもな特長として次の点があげられる｡

(1)複数個のマスタ･ファイル(最大20個)が取r)扱えるので,

物理的にファイルを一元化する必要がなく,論理的にファイ

ルの一ナ亡化ができる｡

(2)ファイルに関する定義およびファイルの作成が簡単なパ

ラメータを作成するだけで済み,しかもデータの検索はSEL-

DAM特有の専用言語が用意されているので,計算機をよく知

らない人でも答易に取り扱うことができる｡

(3)一度検索された値をキーにして,さらに別のファイルを

検索すること,すなわち間接検索ができる｡

(4)演算機能(F脚J,帖乗,組込み関数)が取り扱えるので,

検索結果を自由に加工することができる｡

(5)ファイルの機密保持機能を持っているので,ファイルま

たは個々の項目への検索を特定の人だけに制限することがで

きる(これはデータ･ベースに必≠頁の機能である)｡

(6)ファイル構造は,インバーテッド･リスト編成方式をと

つているので,検索および更新の実行が速い｡

(7)ファイルの特性のみカタログしておくことができるので

検索時にファイルの特性を記述する必要がない｡

巨日本一僧七辞公社 名古屋局加入データ

二ニラ.二竺至コ止些車重些学理坤ソフトウェア

日立製作所では,名古屋地区の需要者を対象にした加入デ

ータ通信システム(販売在庫管理システム)を日本電信電話公
社と共同開発していたが,このたび完成し昭和47年3月より

稼動している｡

販売在庫管理システムは,宅内装置からセンタにデータを

入力し,売上伝票や入出庫伝票などを作成すると同時にセン

タの磁気ディスクに記録されている台帳(利用者ファイル)の

内容を更新するなど,企業の販売管理業務の大幅な合理化を

目的としている｡

従来のオンライン.･システムと比較した場合の本システム

の特長は,(1)電話交換回線網およびテレックス交換回線網に

よ争オンライン処理,(2)利用者の追加および削除可能なオン

ライン･システムなどであるn

一---¶オンライン処理

臥二重コー
宅
内
装

入力電文

置 出力電文

M

C

P

区112 処玉里概略図

利用者

プログラム

コントロール

利用者
プログラム

ISAM

｢
利用者ファイル

ジャーナル

オフライン処理一一

課金情報

管理情報
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H-8959光学文字読取装置(以下手書きOCRと略称する)は,

読取りヘッドにレーザを使用した小形,安価なオフライン形

式の文字読取機である｡

各種の字体の活字はもちろんのこと,手書き数字,記号も

読み取ることができ,一 取り扱える帳票ははがき大からA4サ

イズのものまで幅広く,読取字種の多さとあいまって種々の

アプリケーショ ンに適している｡

オフライン装置として欠かせない各種のチェックを行なう

ことにより信頼性は一段と高く,付加機能としてディスプレ

イキーボード機構による読取不能文字の修正,ナンバリング

機構による-一一連番号の印字など,使いやすさに重点がおかれ

ている｡本装置の特長としては,

(1)豊富な読取字種

数種類の活字数字に加えて,活字英字および手書き数字も

読取りが可能である｡

(2)フォーマットの融通性

帳票ははがき大よりA4サイズまで使用可能であー),最大

29行/枚の複数行の読取りができ,また1行中に活字と手書き

がi昆在してもよく,フォー･マットには大きな融通性がある｡

(3)簡単な手書きルール

手書き文字の記入には簡単なルールを守って,わく内に記

入すればよく,帳票作成者に対する負担が少なくなるよう考

慮されている｡

表3 H-8959手書きOCRの仕様

読 取 速 度

印 字 行 数

行あた り文字数

読 取 文 字

(基本構成の場合)

帳 票 寸 法

手書わ く 寸三去

ホッパ･スタッ力

付 加 機 構

オン･デマンド送り 最大36枚/舟,手書き文字50字/秒,

活字100字/秒

最大29行

最大72文字

手書数字0-9,

記号IJ叩J
長さ145～300mnl

縦6～8mm,横4

記号CSTX乙+lS OCR-A数字0～9

幅95～220mm.厚さ0.10～0.18mm

.5～6mm
インプット･ホッパl個 最大容量500枚

アウトプット･スタッカ2個

(アクセプト･スタッカ 最大容量

スタッカ 最大容量 500枚)
(りディスプレイ装置(オンライン

ボード付)

(2川S-OCR-B数字読取機構

(抑,428数字読取機構

(4)407数字記号読取機構

(5)+lS OCR-A英字読取機構
(6)JIS OCR-B英字読取機構
(了)マルチフォント数字読取機構

墓地

酵車

､､

′ご､瀾.

′,≡ぺ磯三1､;喜
､::′:試

フ

仙′､惣

妄

臣三ごこて重責言′一三て二竜三･∫三;表

罰‥ 至
圭事

【 【
t

図t3 H-8959手書きOCR

500枚,リジェクト･

コレクション用キー

i■長

二】 ｢召

‾‾
監■::ニー

‾三て?巧守

繋一∨
‾‾T｢‾T▼▼■tI

ご山

小中形システム用ディスク駆動装置として.高信頼度かつ

経済的なA-421形,A-422形,H-8572-1形の各ディスク駆

動装置を完成した｡匡I14はA-421形,図柑はA-422/H-8572

-1形ディスク駆動装置の外観を示したものである｡各機種の
特徴は次のとおりである｡

(1)A-421形ディスク駆動装置

記録密度2,200bpi(bits perincb)で交換可能なディスクカ

ートリッジ(A-481)1枚と固定ディスク1枚を記録媒体とし,
装置あたりの記憶容量は2.45×2メガバイト,平均位置決め

時間は100msであり,H一別50システムに接続される｡また,

きょう体下部のスペースに増設することにより,装置あたり記

憶容量は最大9.8メガバイトまで可能である｡

遠
讃
箋
還 :‾ごぷ≦〈ごお乙】∋

区‥4 A-421形ディスク駆動装置

(2)A-422形ディスク馬区動装置

記録密度2,200bpi,3枚1組で4面の記録面を持つディス

クパック(A-482)を2個同軸に取付け可能である｡各ディス

クパックは互いに交換可能であり,本装置1台でもって2台

の装置とみなすことができる｡装置あたりの記憶容量は4.9×

2メガバイト,平均位置決め時間は75msであり,H-8150シ

ステムに接続される｡

(3)H-8572-1形デイ

記録密度2,200bpi,

クパック(H-

8582)を記憶媒

体とし,14.5メ

ガバイトの言己憶

容量を持ってい

る｡平均位置決

め時間は75msで

あり,H-8250シ

ステムに接続さ

れる｡

図15 A-4Z2/

H-8572-1形ディス

ク駆動装置

スタ駆動装置

6枚1組で10面の記録面を持つデイス

卿

31



情報処理および計測■日立評論 VOL.55 No.1

i.__二三

中, 小形計算機用の磁気テープ装置として,H¶8423形磁

気テープ装置が開発された｡

主としてH-8150,H-8250電子計算機用の磁気テープ裳

置で,小形高性能で安価な装置と

ている｡

1

(1)

(2)

3

4

5

6

7

00

9

おもな仕様

テ ー

プ速度

記 録 密 度

転 送 速 度

テープ鶉区動方式

テープ緩衝方式

巻戻 し 速度

使用 ヘ ッ ド

使用 テ ー■ プ

互 換 性

2･本装置の特畢

(1)テープ取付け,

けている｡

して販路の拡大が期待され

635mm/s(25in/s)

1,600バイト/25.4mm

(1,600bpi(bits perinch))
40KB/s

シングルキャプスタン

テンションアーム(リトラクト機構付)

約3.8m/s(約150in/s)

9トラック,デュアルギャップヘッド

幅12.7m長さ365m

l,600bpi,磁気テープ装置とテープで

互換性をもつ｡

取はずし時の操作性を良くする機構を付

(2)テープ駆動方式は,テープを損傷しないシングルキャプ

スタン方式である｡

(3)寿命の短い接触部品,ランプなどに代わって,磁気感応

素子,半導体素子を使用し,信頼度を格段に向上させている｡

jオンライン･プログラム検査用
芦多軸未シミュレータの開発

本多端末シミュレータ(KMTS)は,多数の端末の動作お

よび状態をシミュレートし,オンライン･70ログラムの検査

の精度と効率の向上を図る目的で作成した検査用治工具プロ

グラムである｡KMTSはデュプレックス方式のオンライン･

プログラムの検査に適用され,昭和46年12月日本電信電話公

社納め加入データ通信システム･名古屋の検査で所期の成果

を収めた｡KMTSのおもな機能は以下に示すとおりである｡

(1)各種の端末装置のシミュレート(2)多数の端末･回線によ

るトラヒッタのサポート(3)実装端末との併行処理(4)バッ

チ･プログラムとのマルチ･プログラミング

なお,図t6はKMTSのプログラム構成図であり,①から

⑥は,電文の流れを示すものである｡

入力
M/T

①

K
M
T
S
本
体

入力電文編集
プログラム

(診
入力電文処理ルーチン

主制御ルーチン

出力電文処理ルーチン

⑥

端末制御
ルーチン

⑤

仙09

は剖衝プログラム)

③

▲モニ涙強

各 種

ライン･ EXEC
プログラム

骨

出力
M/T

出力電文編集
プログラム

図t6 KMTSのプログラム構成図
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入力電文カード

L 一て_

④

オンライン･
プログラム

(検査対象
プ声グラム)

リスティング

アメ

兼轟の､
ジュー

本製品(ME7216)は,超大形コンピュータの主記憶装置用

として開発されたもので,大容量,高密度実装,高信頼度,

低廉さを誇る日立製作所におけるコアメモリの記録製品であ

る0 特にその主体であるコアメモリ･スタックは,平面実装

方式のコア70レン,3線式の電流一致方式の編組方法.コン

パクトな駆動マトリックス構成などの採用による構造設計上

の改革と新しい生産技術の導入により,同じ記憶容量と機能

を持つ従来製品と比較し容積で約1/10,重量で約1/7と小形軽

量となっている｡さらに周辺回路内蔵方式の構造による部品

の削減,接続の簡約化などにより製造コストも大幅に引き下

げることができた｡

おもな特性は,サイクルタイム:1.5/∠S,容量:12蝕バイ

ト,コア:20ミル,Li系,温度範囲:動作温度範囲はスタッ

ク周辺温度で10～400cなどである｡

図l了 コアメモリ･モ

ジュール(ME7216)

低価格8D-3W方式
高速ヰkW-18ビットメモリ義一の開発

監事

ミニコンピュータ用4K,語一18ピットコアメモリ装置に対

する市場の最近の傾向としては,低価格,高速メモリ装置の

開発が急務となっている｡

メモリ装置の低価格化としては,コアプレーンのコスト,

メモリ直接周辺回路部,ミニコンピュータのロジック部,電

源部のコストを考慮に入れて総合的に低価格を達成するメモ

･り装置の構成を取る必要がある｡さらに高速化としては,コ
アプレーンとメモリ周辺回路部との接続構造に大きく影響さ

れる｡

低価格化と高速化を目標に製品化したメモリ装置は,

(1)実装としては,1枚の大形プレーナアレイ基板(350×370

mぷ)に,3D-3W方式プレーナアレイコアプレーン,メモリ

直接周辺回路を実装している｡

(2)駆動電源としては,従来の2電源駆動方式をやめ,1電

源駆動方式を採用しているっ

(3)性能としては,電流一致,3線式は,1本の線に,セン

ス機能とインヒビット機能を備え,読出しサイクルの期間に

センス機能を果たし,書込みサイクルの間にインヒビット電

流を流す方式である｡したがって微少なセンス信号を取り出

す点に困難な問題が多いが,十分な動作マージンを確保して

いる｡

(4)おもな特性は,スピード:サイクルタイム650ns,番地選

択方式:電流一致方式,3線式,容量:4K語一18ビット,

コア:16ミル準広温度域コア,周囲温度:0～500cである｡
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L芸塁匙賀星置芋蔓聖賢妄
火力発電所の最適制御,事故時自動処置-ならびに適応制御

を含む高度な総合全自動化の研究を目的とした火力総合全自

動化シミュレータを,昭和47年6月財団法人電力中央研究所

との共同研究により開発した｡本シミュレⅦタは図18に示す

ように,火力発電所のダイナミックスを模擬する機器動特性

快擬装置と,ニの模擬装置を実発電所と見.立てて運転操作を

行なう制御操作盤およぴシミュレ【タの運転に必要な情報を

収集し,高度な論理判断を行なう管理用論理判断指令装置よ

り構J戊されている｡

管理用論理判断指令装置

楼
器
動
特
性
模
擬
装
置

アナログ

演算部

リンケージ郡

ディジタル

演 算 部

実験条件設定盤

プロセス

入出力装置

中央演算

処理装置

オペレータ･コンソール

ロキング･タイプうイタ

コンソール入出力装置

磁気ドラム記憶装置

磁気テー70記憶装置

ラインプリンタ

カード読取磯

匡:王亘巫憂コ

運転操作監視盤

制御操作盤

運転装置盤
データ

集 録

装 置

図18 火力総合全自動化シミュレータ構成

図19(a)火力総合全自動化シミュレータ機器動特性模擬装置

回19(b)火力総合全自動化シミュレータ管理用論王里判断指令装置

このうち機器動特性模擬装置には,HIDAS 2000E形ハイ

ブリッド計算システムが,また管理用論理判断指令装置には,

HITAC7250形制御用計算システムがそれぞれヨ采用されてい

る｡

本シミュレmタンステムのおもな特長は次のとおりである｡

(1)HIDAS2000E形ハイブリッド計算システム

(a)実際のプラントに則したリアルタイムシミュレ‾ション

が可能である｡

(b)高速のAD,DA変換装置ならびにハイブリッド専用の

18ビット,ディジタルプロセッサを持ち,使いやすいマクロ

アセンブラおよぴハイブリッドフォ椚トランが利用できる｡

(C)アナログ部は実時間から高速くり返し計算までをカバ肝

する高精度大形10Vシステムを採用している｡

(2)制御操作盤

(a)ポイラ,タービン,電気関係を一括監視操作可能である｡

(b)貫流ボイラ制御装置とドラムボイラ制御装置のワンタッ

チ切換が可能である｡

(C)各制御系は手動自動運転のほか,管理用論理判断指令装

置からの直接計算機制御も可能とし,手動操作一自動制御一

計算機制御の各切換はバンプレスに行なえる｡

(3)HITAC7250形制御用計算機システム

(a)シミュレーション実験とプログラム開発を並行して実施

できるように,オペレmティング･システムとしてTSES(Time

Sharing Exccutiue System)を採用した｡

(b)火力発電所の計算機制御で実績と融通性のある基本プロ

グラムを全面的に組み込み,プログラム開発およびテストの

能率化を図っている｡

喜紬に億用i‾‾;‾‾㌫盲1‾■■蒜蒜≠孝三ニコ
【

近年,繊維製品は流行の変化が速く多種多様な柄物製品が

作り出され,柄出しに使われているジャカード織機はますま

す重要性を増している｡このジャカードを用いる織物,編物

の製造工程において省力化のがんとなっているものにジャカ

ードの紋紙の作成がある｡従来,紋紙などの作成は意匠図(方

眼上に描かれた図案)から方眼ごとに色を直接人間が読み取り,

組織点情報を加味して紋紙のさん孔を手動で行なっていた｡

本システムはこの部分を省力化するもので,意匠図をドラム

に巻き付け機械的に意匠図を移動させ,順次図案の色を読み

取り,処理装置で色判定を行なし-,組織情報を加味して紋情

報を紙テープ出力する装置であり,この紙テープを紋紙作成

器に読ませれば紋紙を自動的に作ることができる｡本装置は

貞載維業界の強い要望により製品開発を行なったもので,開発

するにあたり特に次の点について考慮を払った｡

(1)意匠図に図案を描く際,絵具の塗りむらで色の判定に誤

差を与えないように明度信号を無視し,色相のみで色判定す

る方式を採用し,この結果安定な色判定ができるようになっ

た｡

(2)温度湿度などによる意匠図の収縮により色読取りの最小

単位であるますめも,伸縮して正確なますめ位置での色読取

りができなくなるのでこれを解決するため,意匠図の長さを

自動的に計測し,各ますめの誤差をイl参正する方式を採用した｡

この結果,意匠図の伸縮があったとしても正しい位置での色

読取r)が可能となった｡

色判 定能 力 一最大16色(白黒含む)
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読取検出ますめ1.Omm以上

意匠図の大きさ A3サイズ標準,Alサイズも可能

系統図および外観図は周20および図2=こ示すとおりである｡

色情報読取郎

前 冨

アンプ

iてむ堅

し 意悶

Ytま

1.=力

右車

直垂幸司

色情報取込部---＋-一色情稚処王里部

米且器

‥ソカイ
山
山

〔
T
｢
人

飼割

安定化電源

図20 意匠図読取システムの系統図

享も
プ

〆軒;

E

図21意匠図読取システム

制御用計井機

｢葡

､

入
出
力
制
御
部

データタイプライタ

高速テープ読取俊

高速テー7■せん孔緩

処理装置

1970年代の計算制御の動向は,情報量の増大,情報源の

広域化,システムの高信頼化によって特徴づけられる｡こ

のような背景をもとに,従来の範囲を越えた大規模システム

HIDIC700および多目的に使用できる高性能小形システム

HIDIC350を開発した｡これによりHIDICシリーズは大形に

までファミリーが拡大するとともに,小形分野が充実し,多

様な需要に応ずる体制が整った｡

ぞ､ヂ′チ､一野て ●軒▲ゼY

-､-r-ん･､W･叫一山･∫+･′一､･一一

¥

篭

箋瀾
鮫蒜

図22 HIDtC 了00CPU
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HIDIC700のおもな特長

(1)マルチプロセッサ方式の採用

(2)ディスクファイル処理を伴う大容量情報制御

3

4

5

通信プロセッサによる多重通信制御

高信頼化を目的とした7種類の二重系構成

制御用コンパイラPCLによるプログラミング

HIDIC350のおもな特長

(1)高速処理性(加算時間1.8〟S)

(2)徹底したモジュール化による機能,規模の拡張性

(3)高信頼化を目的としたHalfDual構成

(4)最大128回線の多重通信機構

(5)上位機種でのPCLによる70ログラミング

､新
ネ
y

包

モノ

図23 HIDIC350CPU

表4 H旧IC 700のおもな仕様

HSM

(主メモリ)

BPU

(プログラムプロセッサ)

10P

(入出力プロセッサ)

語長:16ビット

32K語/パンク

最大4パンク(128K語)

サイクルタイム:l.15/ノS

命令数:基本32,オプション5

演算速度:加減2.3/ノS

乗除10.8～12.3/ノS

フローティング9.5‾､32.75〃S

入 出 力 台 数:64台

転 送 速 度:l.5MB/s

インタフェイス:H=｢AC8000,HIDIC

c+C-M
回 線 数:】26

(多重通信プロセッサ)芸芸霊宝≡;…ゴ2…£昌.こ乍/s

表5 H旧IC 358のおもな仕様

語 長 16ピット

記 憶 容 量 4K語～32K語

サイク ル タ イ ム 0.恥S

命 令 数 基本20,オプション川

演 算 速 度 加減l.恥S

割
入
入
通

周
電
1
一

q

制
台
制

条

込

力

力

出
出
信

園

み

御

数

御

件

i度

乗除Il～I如S

4レベル10サブレベル16要図/サニ7レベル

基本PC10.オプションCH
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制御用計算機HIDICシリーズの外部記憶装置として,

H【7540形高密度磁気ドラム装置を開発した｡本装置は高密

度記録方式の開発によって飛躍的にコスト･パl-フォーマン

スを改善し,信頼性,保守性などのいわゆるRAS技術に対

しても十分な検討が加えられている｡また,従来品H-7570

形磁気ドラム装置とはプログラム的に互換性を持っている｡

本装置のおもな特長は次のとおりである｡

(1)2,000bpi(bit perinch)の高記録密度の達成によって,

ビットあたりの価格が安し-｡

図24 H一了540形高密度1滋気ドラム装置

壬デー■ゎリーウェイシーズテム
L【爪▼_.....､.._一__→▼_叫__._】.._血_Ⅵm.-∧_.........｢▼_▼▼___r..._..___ __▲一

(2)96K語から1,536K語ま

で容量系列が準備され,用

途によってi窒択できる｡ま

た,現地増設も容易である｡

(3)ドラム本体のベアリン

グ部はグリースアップ可能

で,約20年の寿命が期待で

きる｡

(4)許容周囲温度(0～50Dc)

が広く,チェック機能が充

実していて信束削生が高い｡

(5)不良ヘッドの外部回路

による切換え,事故情報の

発光ダイオード表示など,

保守性にも考慮が払われて

いる｡

近年,マルチコンピュータ広域制御システムに対する要求

が増加しつつある｡本システムはこの要求を満たすために開

発したもので,その信一号線は1本のルーフ0状母線で構成され

工事費が節減できるものとなっている｡もちろん,高信頼性,

拡張性についても十分な考慮が払われている｡

本システムのおもな特長は次のとおりである｡

(1)100KB/sの高速データ伝送が可能である(高速性)｡

(2)パリティ,反転2逓送りによる誤り検出を行なうととも

に,エラー発生時,自動再送(ハード)を行なう(高信根性)｡

(3)ST(STATION)経由で]妾続された任意の機器間で,

相互会話および満IJ御が

可能である(マルチアク

ティブ性)｡

(4)任意のST間に,

新S Tをそう入するこ

とにより増設が容易で

ある(拡張性)｡

(5)′1語転送,連続転

送の併用により,効率

のよいオンライン制御

が可能である｡

(6)同時処理,エラー

処理に対するソフトウ

ェアサポートが完イ蔵し

ている｡

他

計算機

HID工C

700

ST

TS

ST

設定盤 ･WT

H工D上C

500

ST

TS

ST CRT

ST:ステーション

リモート

PI/0

国25 データフリーウェイシステム例

制御用プログラ ミ ング言語PCL(Proce$S
ControI

Language)は,アセンブラ言語に代わって,制御用プログラ

ムを短時間で効率よく記述するために開発された高級言語で

ある｡

制御用プログラムは,オンラインリアルタイム性確保のた

め,プログラム容量,スピ▼ドを重視し,従来,主としてア

センブラ言語が使用されてきたが,ソフトウェアの生産性,

70ログラムの可視性,保守性などの血で問題が多く,プログ

ラミング作業が手間と時間のかかる苦痛な作業となっていた｡

ニれに対し,PCLはオンラインリアルタイム用プログラ

ムを短い時間でj上碓に,かつ少ない記述でできる高級言語で

あり,FORTRANでは満たされなかった要求を数多く満

たしている｡このためPCLは,火力,原子力,鉄鋼,化学

プラントにおけるデータ収集,監視,性能評価計算,シーケ

ンス制御,DDC(直接制御)などの一般プロセス制御から生

産管理,倉庫,物資流通,交通制御などの情報制御部門まで

の幅広い分野に通用でき,ソフトウェアの生産性は従来のア

センブラ言語に比べて2～3倍向上し,製作工程,テスト期

間も大幅に短縮できる｡

また,PCLで作成したオブジェクトプログラムは,中堅

プログラマの作成したアセンブラコーディングプログラムに

対して答量,実行速度ともほとんど差がないことが確認され

ている｡

PCLのおもな特長は次のとおりである｡

(1)数ビットのデータの宣言ができ,これらのデータ間での

論理i寅算や算術演算ができる｡

(2)シーケンス制御のように複雑なビット間の論理演算を必

要とするプログラムが作成できるよう,デシジョンテーブル

処理機能を持たせている｡

(3)従来のプログラミング言語では,データが主メモリ上に

あるか,補助メモリ上にあるかによって,プログラムの組み

方をかえる必要があり,プログラミング作業の大きな負担と

なっていたが,PCLでは仮想メモリの概念をデータ部に導

入することにより,データの記憶場所の違いを考慮すること

なく,プログラミングができる｡

(4)オンライン･オペレーティング･システムとの交信ステ

ートメントが組み込まれてし-るため,複雑な動きが要求され

る制御用プログラムのすべての動作を自由に記述することが

できる｡

(5)タスク間にまたがるデータに対する宣言文があり,それ

らの番地割当てはプログラムを記憶装置に読み込ませるとき

に自動的に行なわれる｡

(6)カードリーダやラインプリンタはもとより,プロセス入

出力装置,タイプライタ,カラーCRT表示装置などの入出

力装置をFORTRANと同様なREAD/WR-ITE文

で扱うことができる｡また,FORMAT文にはカラーCRT

に対する各種の記述子が用意されている｡

(7)プログラムの実行過程での流れやデータの変化する動き

が調べられる豊富なデバッグ機能が用意されている｡

(8)効率よいオブジェクトプログラムを作り出すため,16ビ

ットマシンの特長(短語命令)を生かしたオブジェクトレイア
ウト方式をはじめ,各種の最適化手法を採用している｡
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串夢♯(睾OR斡の.純尭

操作記録の省力化や高速度現象解析のための時系列的記録

を目的としてマイクロプロセッサを中核とした自動動作記録

装置を開発した｡本装置はたとえば電力系統における保護林

電器の動作,電力機器の動作,電力制御装置の操作指令,表

示の記録,または一般生産工場における記録など広範囲な用

途を持ち,次のような特長を持っている｡

(1)プログラムにROM(読込み専用メモリ)を使用し主要回

路はIC(集積回路)で構成,高信頼性高速処理を実現｡

(2)多数の入力変化が短時間に発生した場合,10msの分解能

E≡ヨ

で時系列的に記う録｡

(3)入力信号の立上りのみ

記録するもの,立上り･立

下り両方記≦録するものいず

れにも適用可能｡

(4)大きいメモリ容量と高

速印字によりオーバフロー

は発生しにくい｡

(5)入力内容の変化に対す

る印字フォーマットの変更

が答易｡

(6)ビルディングブロック

的に増設ができ,一最大992点

まで可能｡

(7)コンパクトな構成｡

図26 高速度自動動作記壬緑装置(SORP)

ハイブリッド計算寸幾

本装置は宇宙開発事業団において,ロケットの制御系の解

析および誘導制御機器の試験に用いるもので,同時にロケッ

トの軌道誤差解析およぴガスジェット制御系解析を行なう｡

軌道誤差解析はロケットの標準飛行軌道に対して種々の誤

差源がどのように影響するかを解析するもので,解析方法と

してⅠ･P･Ⅴ(IndividualParameter Variation)法,M.C(M｡nt｡

Carlo)法の2種類を用いている｡従来,ハイブリッド計算機

によるシミュレーションは数多く行なわれているが,ハイブ

リッド計算機の高速演算特性を活用して,自動的に誤差解析

を行なうものはわが国では例がない｡

ガスジェット制御系解析は､ガスジェット制御系の過j度応

答,周波数応答解析および制御系最適パラメータや,制御系

内の実際のパラメータ値を最急降下法を用いて求める｡

山､､j■■■l琵

‰
図
2
7

制御解析装置
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コンビュー

ディジタルコンピュータの使いやすさとアナログコンピュ

ータの計算の速さという二つの大きな利点を備えたパッチボ

ードレスS【300全自動ハイブリッドコンピュータシステムの

製品化を世界で‾最初に完了した｡図28は,S-300全自動ハイ

ブリッドコンピュータシステムの外観を示すものである｡

ユーザーは解析対象である微分方程式を数学的記述形式に

従い,HASLステートメントを記述するだけで解を容易に求

めることができる｡HASLとは微分方程式の解析を簡単に行

なうために開発されたシミュレーション言語である｡HASL

ステートメントで苦かれたプログラムをホしたものが図29で

ある｡

図28 S-300全自動ハイブリッドコンピュータシステム

シミュレーションを実行するにあたって,ユーザーはコン

ソールタイプライタを介してS-300全自動ハイブリッドコン

ピュータシステムと交信して,ユーザーの要求どおりにシス

テムを制御L,計算を進めていくことができる｡また,解の

表ホはレコーダに記録するほか,タイプライタによる印字出

力が可能である｡

本システムの特長は,下記のとおりである｡

(1)プログラミングがFORTRANより簡単なシミュレーショ

ン三i語で行なわれる｡(2)マン･マシン性が良好である｡(3)計

算適度がディジタルコンピュータより速い｡

(4)結果の表示がわかりやすし-｡

C LCV RESULT EXPRES′SきON

0

問題(

(U

O

O
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00印(M′21A2,K2,

PAR(C)

-AりM一光由lX-Kl/Ml

lNT(D～¥,0､)

Bり､′

､BZ〉

X十BIノ帥.I′淵Y

暮NT(D′1X,0)

-A署/MZ※DIY-K之/M2哀､Y十B2/M～井X､
INT(D′2Y,0,)

1Nl'(DIYlα)‾

0UT(DトX,X,DIY,Y)′

FtN(T,38･き
END

.

l.0

0.7

了.¢

4.0
ll.0
5.6

Ml羊＋AlX十KlX=BIY(Ⅹ(0)=0,
M2Y十AzY＋K2Y=B2Ⅹ(ヤ(0)=0,

Ⅹ(0)=C)

Y(0)=0)
ただし,Ml=1,Al=1,Kl=7,Bl=-1

M2=1,A2=0.7,K2=4,B2=5.6

Cはパラノ【タで2または1をとる｡

図29 HASLステートメントで記述したプログラム例
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｢言㌻盲妄の実用化

情報の多様化に伴い,印刷物や各種資料も多色で作られる

ようになり,これら画像情報をカラーで複写したいという要

求が強くなっている｡これにこたえ,実用に供しうる複写法を

確立した｡

ヵラープリント法の代表的なものには,銀塩写真法,乾式

転写電子写真法,湿式電子写真法,光導電トナー法,染料転

染法,ファクシミリ法などがある｡今回開発したカラー複写

法は,画質,複写スピード,複写価格,操作保守性などの要

求仕様を満たすように,湿式電子写真法を改良したものである｡

この複写法は,帯電･露光･現像工程をくり返し,酸化亜

鉛光導電体を塗布した感光紙にプリントする｡

露光時には,オリジナルを,育,緑,赤の光学フィルタに

ょり色分解し,現像時にはフィルタの色と補色関係にあるイ

エロー,マゼンタ,シアン色の着色トナーを含む現像液で顕

像し,さらに3原色のほかにブラック像が加えられ,減色法

によりカラー條を再現する｡

この方式を確立するにあたり,高速度現像可能な現像法,

高速重ねプリント可能な感光紙,現像剤,色再現の良い現像

剤を開発した｡表6は,開発した複写法により実現できる性

能で,高解像凰 中間調再現,短時間プリントのほか,條が

退色しないなどの特長がある｡

図30は,この複写法により再現しうる色再現範囲であり,

カラー印刷に匹敵する色をプリントすることが可能である｡

カラー複写機は,今後,文献複写的用途のほか,カタログ,

各種統計グラフ,配管図,工程図などをコピーし,ビジネス

の流れの中で利用する方法など幅広い分野への用途が期待さ

れる｡

表6 湿式カラー電子写真による複写法の性能

項 目 性

解 像 度 8本/mm以上(光学系含む)

中 間 調 再 現 可 能

色 品 質 色 度 ェmax,ツmaX:0_2～0.25

エmaX, γmaX:0.4～0.45

自)濃度

黒濃度

複 写 時 間 約90秒(4色)

複 写 寸 法 A4～B4

複 写 対 象 物 文字,絵,シート,

操 作･保 守 性 容 易

0.6

0.4

三
世些

咄
0.2

G

(C-Y)

0.Z以下

l.01よ上

ブック,立体物

能

新聞カラー印刷

R(M-Y)

ー電子写真
M(濃度0.8～1.2)

B(M-C)

図30 色再現範囲

(CIE色度図)

0.2 0.4

色度(∫)

0.6

｢‾一

卓上電子計算機は電子回路のLSI(大規模集積回路)化によ

り大幅に小形化されているが,開発当初から一貫してMOS

(M｡talOxid｡Semiconductor)による回路の高集積度化,高

信頼化が進められている｡日立製作所では,よりいっそう大

幅に高集積度化された小形,軽量なLSI化卓上電子計算機

の新シリーズを完成した｡

各機種の機能および特長は次のとギりであるD

(1)KK-180Ⅰ∋:LSIl個で8けた表示 定数計算機能付0

急速充電可能なバッテリ付のハンディタイプ,ミニサイズな

がらキートップの大きさ,配列を標準機なみとし操作が容易

である｡′ト数点は置数浮動,結果指定で指定位置が不適切で

もオーバフローしないオートシフト機能,表示は見やすいけ

い光表示管で独特なフードと,バッテリの放電状態が一目で

わかるインジケータ付である｡

(2)KK-52:12けた1メモリ｡小さなブックサイズで持ち

運び自由なハンドル付のパーソナルタイプの実用機｡累計計

算,定数計算などを簡単に指定できるプログラムダイヤル付

で,上位の不要なゼロをうすくして見やすくしたゼロシュイ

ド方式である｡小数点は日立製作所が開発したオートシフト

方式を採用している｡使用LSIは3個｡

(3)KK-56,KK-56R:16けたで1メモリ付｡表示に見や

すいけい光表示管を採用,不要なゼロを消すゼロマスク方式

を採用している｡KK-56Rは同じ大きさでさらに,開平計算

がワンタッチでできる√キー,累計と同時に被演算数和もと

れる第2メモリ機能をもち,一般事務統計計算はもちろん,

技術計算にも向く万能形の高級機である｡両機とも持ち運び

に便利なハンドルも備えている｡

(4)KK-52P‥12けた 1メモリ ラインプリンタ付0表示

式計算機と同じスピⅥドで操作が可能で結果だけ自動印字す

るノンプリント機能,小数点2個以上を自由に印字できるノ

ンアド機能など｡演算とプリンタ制御のすべてをLSI3個

で実現した小形機である｡

このほか,高機能プログラム計算機KK-PlOOを完成し,シ

リーズの拡充を図っている｡本機は16けた,10メモリ,プログ

ラム容量100ステップ,磁気力卜一ドリーダとプリンタを内蔵,

三角関数,対数,逆対数,爪､｢がワンタッチで可能である0

プログラムはキーボ叩ドからのほか磁気カードに記憶させ,

ヵードによるプログラム計算も可能である｡無条件ジャンプ,

条件ジャンプの判断機能をもち,卓上電子計算機なみの簡単

なキⅦ操作でプログラミングなどの高級計算が可能である｡

回31高密度LSt化卓上電子計算機(左:KK-52P,右:KK-ほOB)
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工場,商店で見受けられる伝票や台帳などによる煩わしい

在庫管理の照合を正確,迅速に処理する新しい情報機器で次

の特長を備えている｡

(1)このクラスでは初めてのNRZ方式の採用により記憶密

度を従来の1･6-2倍にまで増加させ卓上操作可能なコンパク

トタイプである｡

(2)各種保護機能を備え,特に読出し機能についてはパリテ

ィチェックにより自動的に4回読み出し,それでもなお読出

し不可のとき警報を発する二重安全装置を設けている｡

(3)電子回路の一部を修正するだけで6機種のシリーズ化が

できた｡

(4)記録プリンタは2シート打ちができ,レシートおよびジ

ャーナルとして活用可能である｡

本製品は単独で使用されるのみならず,POSの分野にお

いても適用されることが期待されている｡

二二Jこ′′

図32 卓上在庫

管‡里機KM182

串分解熊杓レス波布分析をす面盲古瓦
与05形マルチチャネル争額装せ､.

α,β,γ線およびⅩ線のエネルギ【スペクトル分析でGe(Li),

Si(Li)などの半導体検出器の出現により,エネルギー分解能

が一挙に20倍以上に向上し,高精度な放射線の定性定量分析

が可能になった｡

505形マルチナャネル分析装置はこの放射線検出器から出る

ランダムな検出パルスの大きさを正確に測定するパルス波高

分析器で,512チャネルの記憶数でも0.02%の分析精度をもつ

高性能と種々のデータ処理機能を特長とした製品である｡

本装置の用途はRIの研究利札 放射化分析,原子炉実験

と管理,核燃料品質管理と検査,放射能公害監視のほか,け

い光Ⅹ線分析,光電子分析,イオン計数,光子計数などパル

ス計数にも広く使用される｡

区133 505形マルチ

チャネル分析装置
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本装置の回路構成はA/D変換器,メモリと演算コントロー

ル,D/A変換器,CRT(ブラウン管)表示,アナログ･ディジ

タル読出し回路から成っている｡回路素子にはMSI(中規模

集積回路)を用い,多層板による高密度化できわめてコンパ

クトな製品にしている｡装置の性能を決定するA/D変換器は

4,096チャネルの変換精度と50MHzの変換周波数を持ち,積

分直線性0.05%以下,安定度0.03%/d以下のディジタルベー

スラインによr),512チャネルでも4,096チャネルと同一一の高

精度を誇っている｡メモリは増設可能で2,048チャネルまで

拡張できる｡特長の-一つであるデータ処理機能にはツイスト

形スムージングによる平均化 バックグランド除去,ピーク

マッチング方式によるエネルギー校正,ピ〝ク面積計算など

ができ,従来にない新しし一機能を持ち注目されている｡さら

に,外部記憶装置や計算機とのオンライン･データ転送も可

能で,遠隔地の分析端末装置としても使用できるなど融通性

がきわめて大である｡

4.000

トー

≦2.000
⊂)

⊂⊃

1,173Mev

Frl,332Mev

･･･････J■■-■■■-■..-..-.............こ=こ..iエ▲こ.:.=.i.二===.===三芸コiil......

1,000 1.500 2,000500

(Mev) (2Mev)
CHANNE+

図34 Ge(+j)γ線用半導体検出器によるCo60γ線スペクトル

出撃能筆∵キー学タルインテダレ

ガスタロマトグラフ,アミノ酸分析計などの分野では,記

録された原始データの面積計算を人手により行なっていたた

め,データの処理に時間を要し,得られる精度も十分なもの

ではなかった｡

今臥 これらの問題を解決する機器として,J211形およぴ

J221形ディジタルインテグレータを製品化した｡

ガ､スクロマトグラフ用のJ211形は,技術的検討課題として,

広い入力電圧範囲にわたる高精度の測定,高感度のピーク検

出および高精度のベースライン補正機能があげられたが,自

動レンジ切換方式および低ドリフトの変調形直流増幅器の開

発により解決した｡

アミノ酸分析計用のJ221形では,上記課題のほか,特に吸

光度変換回路および2チャンネルの入力切換動作につき検討

を加え,これらの課題に対しては高安定対数変換回路とアミ

図35 高性能ディジタル

インチグレータ

ノ酸分析計に合致した

切換方式を開発して解

決し､た｡

この結果インテグレ

ータを使用した場合,

従来の手計算に比べて

データの処理時間で5

～20倍,面積計算の精

度で5～10倍の改善が

できた｡
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i.807形カラTアナライザ

カラーマッチングを主i充とした今日の色彩分析においては,

電子計算機を利用して容易にデータ処理を行えることがi則色

器としての機能の巾で必須条件であるが,307形は,波長値,

測光値の出力として,アナログ,ディジタルの両機能をもっ

ているため,特別付属装置との組合せにより,波長値,測光

値のディジタル印字(プリンタシステム),紙テープの作成(テ

】プパンチャシステム),卓上電子計算機とのオンライン処理

による三刺激値,表色値,色差,色合せ補正計算(カラーカリ

キュレータシステム)ならびにミニコンピュータとのオンライ

ン,オフライン処理によるカラーマ･ソナング計算(002形デ〟

タライサンステム)などを行なうことができる｡

性能面では,ゴ則定時間を1サンプル50秒まで短縮し,処理

能力の増大を図るとともに,測光値再現性を±0.05%(低反射

率では0.02%)とすることにより,人間の目による識別能力と

同等ないしは同等以上の精度を持たせることができた｡染色･

塗料･印刷･製紙･プラスチック･化粧品･食品･写真･照

明器具などの色彩関連諸工業における品質管理,ルーチンワ

ークなどに大いに利用されるものと期待される｡

…
事--`嘗l婆亜l頭′を

図36 307形カラーアナライザ
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病気の早期発見および早期治蝶ならびに成人病の集団検診

など医学の進歩,近代化とともに臨床検査の依頼検体数は近

年急速に増加し,病院の検査室における省力化,高能率化お

よび高信頼性化のため,血液化学検査の自動化の要求が強く

なってきた｡これに対処して日立製作所では,さきに6項臼

同時分析可能な400形自動分析装置を製品化し発売したが,今

回,さらに特殊な分析項目の多数検体処理や,比較的検体数

の少ない検査室でも効率良く自動化できるように,2チャンネ

ル,ディスクリート方式の500形自動分析装置を製品化した｡

検体処理能力は最大120検体/時間で,多数の検体を同時に

2項目分析を行なうことができる｡さらにピペソタ,デイスペ

ンサを交換することによI)簡単に分析項目を切り換えて分析

を行なうことができる｡分析項目としては肝機能,腎(じん)

機能検査を含む20項目が確立されている｡

鵬

鎚表i高森

区137 500形自動分析装置

ダブル憧温稚カスク■口々ト‾･グ泉■ク○婚痕め鍵島イ

日立製作所が全く新しいアイディアで,最高級の方肯巨形ガ

スクロマトグラフ073形を開発した｡多成分試料の高分離分

析,微量成分の高感度分析,低沸ノ.`J二から高沸点に至る組成試

料の高能率昇ブ且分析,生休試料など微妙な物質の分析など,

あらゆる分野の分析にすぐれた総合性能を発揮している｡お

もな特長は次のとおりである｡

(1)ダブル恒†且糟(そう)は､多様性に富み今までにない柚々

の分析ができる｡

(2)温度はディジタル表示され,カラム槽,試料峯,検J-i-i器

などの温度を正確に設完三でき,ボタンを押すだけで,測定が

できる｡

(3)組合せにより,いろいろな検出器を同時に6個装着でき

紛済経済闇軍

る｡

(4)オンカラム,

オンディテクタノブ

式をj采用している｡

(5)2台分の独立

した機能を備えて

いるので､1台分

のスペースで2≠一

分の働きをする｡

図38 073形ダブル恒温槽ガスクロマトグラフ
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聯薯療舶弧1‾こ芹藍破こ

ラ毎洋朋発用水中値茸計測装狂
脚鑑 三■嗣汲1-､ワ整叩粥呈

海洋開発における海洋土木建設の分野では,最近水中ブル

ドーザなどの海底作業機可戒類の開発や,海洋土木作業法の研

究が強力に進められており,そのために水中における正確な

位置計測装置の開発が強く要望されてきた｡そこでこのよう

な目的に好適な水中位置計測装置(図39)を開発した｡この装

置は,海底の2個所の基準点と位置の測定点間の距離を超音

波によって測定し,その位置を計算して実時間で表示するも

のであり,1台の装置で同時に4個所の位置が測定できる｡

たとえば,水中ブルド山ザの前後にトランスデューサTCl,

TC2を積載して位置と方位を監視し,水中ブルドーザを操縦

できる｡またダイバーがTC3を携帯して海底を移動すること

によって,基準点からの位置,方位,距維などが正確に測量

できるので,i毎底測量装置としても使用できる｡そのほか,

本装置は海洋土木建設の現場におけるいろいろな位置計測の

用途に,広い応用が期待されている｡

ゼ.-■ 寸′jjご毒.きす号..iヰキ､ヌ一撃′ご熊′書i

箋-
∴

-■ ご

≡ 申○卓

図39 水中位置計測装置の本体

∴一ふ仙ヨ姐ほ河川川uu凋V｡

～顧 暴…;よぎ
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議テ右前て【Ⅶ肝岳臨海義盛意表姦盃‾‾‾l
.1

フィールド･エミッション電子音原をもつ超高分解能走査形

電子顕微鏡を完成させ,従来100Aが限界であった二次電子

條の分解能を30Aに改善した｡

陰極は図40に示すように針状であり,これに数キロボルト

の電圧を印加すると強い電界によって針先から電子放射が生

じる｡この放射電子流密度は104A/cm3以上に達し,熟電子陰

極の10A/cm3に比較してきわめて高い｡このために高いS/N

を保ったまま電子ビームを30A以下に絞ることができる｡し

かし,フィールド･エミッションは陰極表面のガスq及着に敏

感であり,放射電流が安定しない欠点があった｡筆者らは,

走査形電子昆頁徴鏡全体を超高真空用に改良してイオンポンプ

で排気する構造にし,特に電子銃部分をイオンポンプによっ

て直接包囲する形にして排気効率をあげ,10+10Torrの超高

真空が得られるようにした｡また,吸着ガスによっておおわ

れた陰極を瞬間的な加熱によってクリーニングするフラッシ

ング技術を開発して,電子流を実用上さしつかえない程度に

まで安定化することに成功した｡

この装置を用いて実際に二次電子像を観察して30Åの分解

能を記録した｡このような高分解能は世界でも初めてであり,

特に医学,生物学の分野において生体の微細構造を立体的に

観察する装置として多くの期待が寄せられつつある｡図朋は

細胞核内における遺伝子(染色系)を観察したもので,DNA

(核酸)がこよりのようにより合わされている様子がはじめて

観察されている(試料は,鳥取大学 田中敬一教授ご提供のも

のである)｡

図40 フィールド･エミ

ッションチップ(陰極)

図41細胞核内の染色系(×80′000)
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L_型聖撃空_干草_甲平準竿ワァ106Aの開

パイプラインの溶接欠陥のⅩ線検査用として,最高使用電

圧160kVpの小形Ⅹ線管H7106Aを開発した｡従来の全周放射

形Ⅹ線管はターゲットが平板状であったため,焦点から陰極

側にしかⅩ線照射できなかった｡これに対しH7106Aではタ

ーゲットを円錐(えんすい)状にし,電子集束系の改良により

円錐の頂点部に円形焦点を精度よく形成することができるた

め,仝周にわたって焦点より陰極および陽極側にそれぞれ10

度以上の範囲にⅩ線照射ができるようになった｡この結果,

パイプなどのi容接部を内部から直角にⅩ線撮影ができるよう

になり,欠陥検出能力がいちじるしく向上した｡

H7106Aのおもな仕様は下記のとおりである｡

実効焦点寸法:1mmX3.5mm,ターゲット角度:20度,Ⅹ線照

射範囲:焦点に対し陰極側20度～陽極側15度×360度,最大連

続負荷:160kVp5mA,(検査可能鋼管厚み:25mm)絶縁方式:

SF6ガス絶縁

f≡ ェi さg､､磨窺奈川′
ち

蒼二_野隻 ､､こ､宍J■
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図42 全周放射形工業用X･線管H7106A
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0【1mmHg.abs.(Torr)フルスケールの微絶対圧力伝送器

を製品化した｡従来,羊業用として使用可能なレンジとして

は,0-4Torr(一般には0-10Torr)までであり,実験室に

用いられるものは信頼性が低く,工業用としては使用できな

かった｡

本伝送器はダイアフラム式であり,仝圧を測定するので,

測定流体の性質,あるいは濡(ぬ)れの状態に影響を受けない

特長をもっている｡

ポリエステル繊維工業においては,重合反応制御の圧力検

出端として使用され,また原子力における遠心分離法ウラン

濃縮70ラントでは,遠心分離機の回転効率を高めるため,系

が0.2～0.5Torrに制御され,本伝送器が重要な役割を果たし

ている｡

伝送信号の種類により,電子式と空気式の2種類あり,い

ずれも統一信号になっているので,使用日的,環境により適

したものを選定することができる｡

図43 徴絶対圧力伝送器




